
令和６年度習志野市総合防災訓練（大地震想定）の実施方針（案）

１．目的

令和６年能登半島地震を踏まえ、大地震想定による「災害時の行動や活動の習得」と、

市民・市役所・関係機関の連携を理解する「自助・共助・公助の確認」及び住民と町会・

自治会のコミュニケーションを図る中での「地域住民間の顔見知り以上の仲の構築」を目

的として、市内の避難所となるすべての学校等を会場として設定し、避難所近傍の住民参

加による避難生活のノウハウを周知する。

この際、災害を他人ごとではなく“自分ごと”として危機感を持つとともに、一人でも

多くの市民が避難所に「来て・見て・触れる」ことができる体験型の訓練とする。

２．日時

令和６年１１月２４日（日） 午前９時００分

３．場所：訓練会場

市内２７箇所（公立小学校１６箇所・中学校７箇所・高等学校３箇所・東部体育館）

４．主要演練項目

１）市民及び地域による初動

２）被害状況及び安否情報の集約

３）避難所における受付及び生活空間の開設

４）避難所における炊き出し

５）個別課目による防災関連の基礎的対処能力の維持

５．訓練参加依頼予定の関係機関・団体
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